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１．研究背景 

2020 年に入り、新型コロナウイルスが世界中に

猛威を奮いました。その影響は凄まじく、それまで

続いた社会のあり方を一変させてしまう可能性が

あるほどの脅威となりました。 教育は大きく停滞

することとなり、対応策を講じることを余儀なく

されたのである。  

 そして、そんな状況でも活動できるオンラインに

よる授業に注目が集まりました。 スマートフォン

の機能が強化されるに伴い、新たな通信教育策と

方法を探索し、相応する知的学習支援システムを

研究して、オンライン学習者を支援することが望

まれている。学習支援システムは主に伝統的な学

習の延長または補完であったが、現在においては

デジタル技術を通じて学習者に学習環境を提供す

ることであり、そこに私は関心を持っている。イン

ターネット技術の発展や現代通信教育の普及が著

しくなった。 

2 関連研究 

2.1 レコメンダ技術 

レコメンダ技術が情報フィルタリング (IF) 技法

の一種で、特定ユーザーが興味を持つと思われる

情報（映画、音楽、本、ニュース、画像、ウェブペ

ージなど）、すなわち「おすすめ」を提示するもの

である。通常のレコメンダシステムは、ユーザーの

プロファイルを何らかのデータ収集基準と比較検

討し、ユーザーが個々のアイテムにつけるであろ

う評価を予測する。現在、一般的なレコメンダアル

ゴリズムは、Content-based の手法、Collaborative 

Filtering の 手 法 、 Demographic-based 

Recommendation の手法および Rule-based の手

法である。基準は情報アイテム側から形成する場

合（コンテンツベースの手法）とユーザーの社会環

境から形成する場合（協調フィルタリングの手法）

がある。ユーザーの嗜好はそのデータをある技法

で計算することで予測できる。  

2.2 自分の研究目標 

協調フィルタリングは今日様々な分野で応用され



ているが、特に新規ユーザーのレコメンデーショ

ンやデータの不足が指摘されている。アイテムベ

ース協調フィルタリングアルゴリズムを改善し、

より高度な学習支援システムを目指す。 

3 提案手法や構築 

3.1 概要 

本システムの構成は B / S であり、ユーザはクラ

イアント側でウェブブラウザを用いてユーザ層イ

ンターフェースリソース及びサービスを選択し、

システムはサーバ側でユーザ情報を保持し、ユー

ザデータベースに保存し、ユーザのニーズに応じ

て対応するページを与える。本システム設計提案

は、ユーザ層、サービス層、データ層、ネットワ

ーク層を含む。ユーザ層は、サービス層にユーザ

情報を入力しながら、ユーザと接触して入力を受

け付ける。サービス層は、ユーザがシステムに接

続する唯一のチャネルであり、ユーザ情報をチェ

ックし、ユーザからの要求に応じてサービスを提

供する。ユーザからの要求に応えながら、上と下

とを連絡し、情報の疎通を図る。データ層には多

くのデータベースがあり、それぞれのデータベー

スを管理するシステム管理者がいる。 

3.2 システム機能提案 

3.2.1 学生管理 

学生が初めてインターネット教育プラットフォー

ムにアクセスする際には、基本情報の登録と趣味

に関するアンケートの記入が必要となる。 

3.2.2 授業管理 

管理者はログインに成功すると、コース管理モジ

ュールに入り、コースリソースのキーワードを入

力し、コース名、キーワード、コースの基本情報

の内容概要を曖昧に検索することができる。クエ

リ結果のコースを「表示/変更」をクリックし、

レッスンの基本情報を更新することができる。 

3.2.3 学習センター 

学生は登録に成功すれば、学習センターに入る。

学習センターでは、自分が進行中の授業と完了し

た授業を見ることができ、自分が学んでいる授業

の進捗状況をすぐに知ることができる。学生が学

習センターで選択コースをクリックして選択する

と、該当コースのサイトにリンクされてオンライ

ン学習に入る。テキスト、パワーポイント、ビデ

オなどの形式のレッスンをオンラインで見ること

ができる。 

3.2.4 学生分析 

このシステムは、学生が登録した基本情報に基づ

いて、専攻別に学生の特徴分析を行い、学生が選

択した科目に基づいて学生の興味分析を行い、学

生の好みの科目の変化をタイムリーに把握し、よ

り効果的な学習資料を学生に提供することができ

る。 

3.2.5 レコメンダ 

本システムでは、Ｔop-Ｎアルゴリズムを用い

て、学生の授業データとアンケート調査の関心デ

ータを処理している。データテーブルに大量の対

象を並べて、Ｔop-Ｎの上位Ｎ名だけをランキン

グのデータとして取り出す。これによって、学生

関連の学習資料を推測する。 

4 おわりに 

本研究では,システムの設計を説明して、時間と労

力が有限であるため、システムのテストが行われ

ておらず、システムの機能的要件と非機能的要件

が満たされるかどうかはさらなる研究が必要であ

る。 
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